
過
去
に
「
個
人
を
捨
て
る
」
と
覚
悟
し
て
（
会
社
借
入
以
外
に
個
人
借
金
が
約
一
億
円
あ
っ
た
の
で
・
苦
節

１
５
年
で
返
済
）
物
質
的
な
物
全
て
（
自
宅
も
）
自
ら
捨
て
た
後
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
浮
か
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
３
８
０
週
分
（
約
７
年
分
）
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

香
川 
湧
慈
語
録
（イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
綴
り
） 

 

一
、 

男
の
幸
福
と
は
、
一
生
を
賭
け
て
成
し
遂
げ
る
べ
き
仕
事
を
決
意
し
、
そ
の
志
に
邁
進
し
、

結
婚
の
縁
が
あ
る
な
ら
、
自
分
の
志
、
生
き
様
に
心
か
ら
添
う
て
く
れ
る
伴
侶
と
共
に
人
生

を
歩
む
こ
と
。 

二
、 

女
の
幸
福
と
は
、
志
あ
る
男
と
出
逢
い
、
そ
の
生
き
方
に
心
か
ら
添
え
共
に
人
生
を
歩
め
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
と
。
結
婚
の
縁
が
あ
る
と
か

、
無
い
と
か
は

、
幸
福
の
基
準
に
非
ず

。 

三
、 

子
の
幸
福
と
は
、
親
の
恩
を
感
じ
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
。 

四
、 

自
分
の
価
値
を
見
つ
け
た
時
、
人
は
翔
く
姿
勢
に
入
る
。 

五
、 

全
て
の
も
の
が
育
つ
の
は
、
キ
ッ
カ
ケ
と
環
境
で
あ
る
。 

六
、 

自
社
商
品
を
お
客
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
場
面
を
数
多
く
創
造
す
る
こ
と
で
、 

新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
創
出
で
き
る
。 

七
、 

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
お
客
さ
ん
が
嫌
と
感
じ
て
い
る
点
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と
。 

す
る
と
、
お
客
さ
ん
の
欲
す
る
心
が
見
え
て
来
る
。 

八
、 

教
育
の
原
点
は
、
読
み
、
書
き
、
ソ
ロ
バ
ン
、
聴
く
、
話
す
。 

読
む
と
は
、
思
想
を
学
ぶ
。
書
く
と
は
、
お
客
さ
ん
への
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
考
え
る
。 

 
 

 
 

 

自
分
の
考
え
を
文
章
に
す
る
こ
と
。
ソ
ロ
バ
ン
と
は
利
益
感
覚
。 

聴
く
と
は
、
人
の
話
を
真
剣
に
聴
く
。
話
す
と
は
、
自
分
の
言
葉
で
話
す
。 

九
、 

具
体
策
の
無
い
理
念
は
躍
動
し
な
い
。 

十
、 

社
長
の
仕
事
は
、
良
い
社
風
を
作
る
こ
と
。
社
員
教
育
は
、
社
長
の
仕
事
で
あ
る
。 

十
一
、 

顧
客
基
盤
を
コ
ス
ト
を
掛
け
ず
に
確
立
し
、
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
、 

成
長
出
来
る
。 

十
二
、 

仕
事
は
恋
心
。 

十
三
、 

若
さ
の
秘
訣
は
、
外
と
の
交
流
。 

十
四
、 

シ
ン
プ
ル
に
立
ち
返
っ
た
時
、
見
え
て
来
る
。 

十
五
、 

仕
事
の
取
り
組
み
姿
勢
が
人
柄
を
作
り
、
人
格
を
作
る
。
そ
し
て
、 

最
後
は
人
柄
が
も
の
を
言
う
。 

十
六
、 

自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
安
売
り
し
な
い
事
が
誇
り
に
つ
な
が
る
。 

世
界
に
進
出
す
る
第
一
条
件
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
大
事
に
す
る
事
。 

十
七
、 

製
品
は
ウ
ソ
を
つ
か
な
い
。
ウ
ソ
が
つ
け
な
い
の
で
あ
る
。 

十
八
、 

人
を
動
か
す
に
は
、
人
の
心
が
読
め
な
い
と
い
け
な
い
。 

人
の
立
場
に
立
て
な
け
れ
ば
、
人
は
動
か
せ
な
い
。
だ
か
ら
、
人
は
悩
む
の
だ
。 

故
に
、
悩
ん
だ
事
の
無
い
人
は
、
人
を
動
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
。 



十
九
、  

目
に
見
え
る
結
果
に
触
れ
た
時
、
そ
の
背
後
に
あ
る「
見
え
な
い
も
の
」を
観
て
、 

 
 

 
 

 
 

学
び
の
投
資
を
す
べ
き
で
あ
る 

二
十
、  
納
得
し
て
働
け
る
環
境
が
大
事
。 

二
十
一
、 

学
問
が
根
底
無
い
商
売
は
、
一
種
の
投
機
で
あ
る
。 

二
十
二
、 

学
問
は
、
実
践
し
て
初
め
て
学
問
と
な
る
。 

二
十
三
、 

時
間
を
有
効
に
活
用
し
た
者
が
成
功
者
で
あ
る
。 

二
十
四
、 

人
間
は
、
一
定
の
能
力
を
連
続
し
て
発
揮
出
来
な
い
。 

だ
か
ら
、「
休
息
」と「
気
分
転
換
」が
必
要
な
の
だ
。 

二
十
五
、 

需
要
は
、
メ
ー
カ
ー
の
ア
イ
デ
ア
と
生
産
手
段
が
創
り
出
す
も
の
。 

二
十
六
、 

将
来
に
亙
っ
て
そ
の
人
が
ど
う
い
う
能
力
を
発
揮
し
得
る
か
、
と
い
う 

観
点
の
み
か
ら
、
人
を
観
る
こ
と
。 

二
十
七
、 

絶
対
に
逃
げ
な
い
と
覚
悟
し
た
時
、
そ
の
仕
事
が
天
職
に
な
る
。 

二
十
八
、 

同
じ
も
の
で
も
、
自
分
ら
し
く
扱
う
事
で
、
価
値
の
創
造
が
出
来
得
る
。 

二
十
九
、 

相
手
（顧
客
）の
こ
と
を
自
分
な
り
に
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
、 

相
手
の
気
付
い
て
い
な
い「
ニ
ー
ズ
」に
応
え
る
こ
と
が
出
来
得
る
。 

三
十
、  

本
業
に
魂
を
注
ぐ
時
、
工
夫
が
生
ま
れ
て
来
る
。 

三
十
一
、 

想
い
は
、
伝
わ
る
。 

三
十
二
、 

感
性
を
磨
く
に
は
、
身
銭
投
資
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

三
十
三
、 

出
来
て
い
な
い
か
ら
恥
ず
か
し
い
の
で
は
な
く
、 

出
来
て
い
な
い
事
を
知
ら
な
い
事
が
恥
ず
か
し
い
の
で
あ
る
。 

三
十
四
、 

「
人
」と
し
て
の
仕
事
を
し
た
時
、
お
客
に
真
剣
に
な
っ
た
時
、
お
客
が
見
え
て
来
る
。 

三
十
五
、 

最
も
重
視
す
べ
き
は
、
お
客
の
心
地
好
さ
で
あ
る
。 

三
十
六
、 

非
日
常
を
体
験
し
な
い
と
、
相
手
に
満
足
感
は
与
え
ら
れ
な
い
。 

三
十
七
、 

自
分
の
得
意
を
通
じ
て
、
お
客
さ
ん
に
ハ
ッ
ピ
ー
を
与
え
る
。 

三
十
八
、 

企
業
が
社
会
に
対
し
て
、
情
報
を
提
供
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

三
十
九
、 

全
身
全
霊
を
捧
げ
た
行
動
に
、
顧
客
は
感
動
し
、
独
自
商
品
開
発
の
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら

れ
る
。 

四
十
、   

変
え
よ
う
の
無
い
事
実
を
丸
ご
と
受
け
入
れ
て
、
工
夫
し
て
行
く
こ
と
。 

四
十
一
、 

悪
い
と
思
え
る
出
逢
い
に
感
謝
出
来
な
い
の
は
、
そ
の
出
逢
い
を
受
け
止
め
る
だ
け
の
心

の
器
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
出
来
な
い
な
ら
経
営
者
を
し
て
は
い
け
な
い
。 

四
十
二
、 

罪
と
は
、
本
来
や
る
べ
き
事
を
や
っ
て
い
な
い
事
を
言
う
。
人
間
が
考
え
た
道
徳
的
な
事

で
は
な
い
。
罪
と
は
、
氣
が
枯
れ
る
こ
と
。
（氣
枯
れ
＝
汚
れ
） 

ヤ
ル
氣
の
無
い
の
が
一
番
の
罪
な
の
で
あ
る
。 

四
十
三
、 

様
々
な
経
験
を
重
ね
る
繰
り
返
し
の
中
か
ら
、
尊
い
も
の
が
生
ま
れ
て
来
る
。 

赤
ん
坊
は
清
ら
か
だ
が
、
赤
ん
坊
の
ま
ま
で
は
、
何
も
成
さ
な
い
。
玉
石
混
交
の 

体
験
を
重
ね
て
、
人
の
お
役
に
立
て
る
の
で
あ
る
。 



四
十
四
、
今
、
目
の
前
の
事
を
真
剣
に
実
践
す
る
こ
と
が
天
命
で
あ
る
。 

四
十
五
、
人
間
は
、
元
々
悟
っ
て
い
る
。
そ
の
悟
り
を
如
何
に
活
か
し
て
行
く
か
が
、 

人
生
な
の
で
あ
る
。 

四
十
六
、
鏡
（カ
ガ
ミ
）
は
己
を
映
す
。
ガ
（我
）を
取
る
こ
と
で
、
カ
ミ
（神
）
に
成
る
。 

四
十
七
、
本
来
の
姿
は「
統
一
的
多
神
」
で
あ
る
。
神
と
は
、
役
割
を
果
た
す
も
の
の
意
味
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
ま
り
、
社
長
の
下
に
心
一
つ
に
、
各
々
が
各
々
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
を

神
と
言
う
。 

四
十
八
、「
反
省
」と
は
、
二
度
と
同
じ
過
ち
を
犯
さ
な
い
こ
と
を
以
っ
て
証
拠
と
し
、 

己
が
何
を
為
す
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
を
言
い
、
そ
し
て
、
次
に
創
意
工
夫
を 

す
る
こ
と
に
至
っ
て
初
め
て
反
省
と
言
う
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
反
省
と
は
、
己
の
言
動
に
責
任
を
取
る
こ
と
。 

四
十
九
、
ま
ず
、
反
省
す
べ
き
は
ト
ッ
プ
で
あ
る
。 

五
十
、  

切
腹
は
、
己
一
人
が
死
ぬ
こ
と
で
、
皆
が
助
か
る
と
い
う
前
提
で
行
う
も
の
。 

五
十
一
、
年
齢
で
な
く
、
目
覚
め
た
時
、
出
来
る
人
間
に
成
れ
る
。 

五
十
二
、
優
秀
な
人
と
は
、
教
え
る
能
力
の
優
れ
た
人
で
あ
る
。 

五
十
三
、
教
育
の
本
質
は
、
講
義
力
と
指
導
力
で
あ
る
。 

五
十
四
、
社
業
を
通
し
て
、
国
家
に
ど
う
貢
献
す
る
か
を
心
懸
け
る
こ
と
。 

五
十
五
、
大
海
の
よ
う
な
愛
情
が
、
相
手
に
安
心
感
を
与
え
る
。 

五
十
六
、
経
営
者
に
一
番
重
要
な
資
質
は「
愛
情
力
」で
あ
る
。 

五
十
七
、
偶
然
性
を
ど
う
必
然
性
と
捉
え
、
工
夫
し
て
行
く
か
で
あ
る
。 

五
十
八
、
本
当
に
良
い
物
と
は
、
最
も
シ
ン
プ
ル
で
限
り
無
く
自
然
体
に
近
い
存
在
で
あ
る
。 

五
十
九
、
心
に
豊
か
さ
を
持
っ
て
い
る
者
は
、
益
々
、
そ
の
豊
か
さ
を
増
し
、
心
の
貧
し
い
者
は
、 

そ
の
持
て
る
も
の
を
も
奪
わ
れ
、
い
つ
の
間
に
か
消
え
て
行
く
。 

六
十
、  

豊
か
に
恵
ま
れ
て
初
め
て
感
謝
が
出
来
る
の
で
は
な
く
、
感
謝
す
る
か
ら
、 

感
謝
に
値
す
る
環
境
が
生
ま
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。 

六
十
一
、
不
平
不
満
に
生
き
て
い
る
者
は
、
不
平
不
満
の
環
境
の
中
に
一
生
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。 

六
十
二
、
物
質
や
環
境
は
、
そ
の
人
の
器
の
あ
る
間
だ
け
整
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

六
十
三
、
己
は
、
こ
の
世
で
何
を
す
る
の
か
。
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
宗
教
と
言
う
。 

六
十
四
、
こ
の
命
の
持
て
る
無
限
の
叡
智
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
１
０
０
％
使
い
こ
な
し
得
る
も
の
が
神
で

あ
り
、
神
格
は
そ
こ
に
生
じ
る
。 

六
十
五
、
反
省
を
す
る
姿
が
、
払
い
給
え
、
清
め
給
え
で
あ
る
。 

相
手
に
対
し
て
恥
じ
る
事
の
無
い
よ
う
、
自
ら
を
律
す
る
こ
と
。 

六
十
六
、
自
分
の
手
の
ひ
ら
の
中
に
あ
る
も
の
を
、
ど
れ
だ
け
大
事
に
扱
っ
て
い
る
か
、 

接
し
て
い
る
か
。
と
い
う
こ
と
が
払
い
給
え
、
清
め
給
え
で
あ
る
。 

六
十
七
、
そ
こ
に
あ
る
感
情
を
そ
の
ま
ま
に
粛
々
と
立
つ
こ
と
を
鎮
魂
と
言
う
。 



六
十
八
、
ど
ん
な
状
況
に
な
っ
て
も
、
確
り
と
立
っ
て
居
ら
れ
る
軸
を
持
っ
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。 

ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
ブ
レ
な
い
軸
を
持
て
。 

六
十
九
、
本
来
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
や
っ
て
い
な
い
状
態
を
氣
枯
れ
と
言
う
。 

七
十
、  

己
の
罪
に
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
を
懺
悔
と
言
う
。 

七
十
一
、
こ
れ
し
か
出
来
な
い
と
確
信
し
た
事
に
徹
す
る
こ
と
が
、
己
を
生
き
る
こ
と
。 

七
十
二
、
よ
り
、
大
義
を
果
た
し
て
い
る
会
社
が
生
き
残
る
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
理
想
を
形
に
し
て
行
く
会
社
し
か
、
生
き
残
っ
て
行
か
な
く
な
る
。 

七
十
三
、
社
員
一
人
一
人
が
納
得
の
行
く
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
。
そ
の
為
の
勇
氣
を
与
え
た
り
、

感
動
を
与
え
る
こ
と
の
出
来
る
会
社
で
あ
り
た
い
。 

七
十
四
、
明
る
い
人
は
、
希
望
を
他
人
に
示
す
こ
と
が
出
来
る
。 

七
十
五
、
明
る
く
振
舞
う
必
要
が
あ
る
危
機
が
必
ず
あ
る
。 

そ
う
い
う
人
に
し
か
、
運
命
の
女
神
は
微
笑
ま
な
い
。 

七
十
六
、
努
力
は
報
わ
れ
る
時
も
あ
れ
ば
、
報
わ
れ
な
い
時
も
あ
る
。 

そ
れ
で
も
、
坦
々
と
努
力
を
続
け
る
人
が
本
当
の
努
力
家
で
あ
る
。 

七
十
七
、
大
き
な
失
敗
を
し
て
も
、
一
週
間
の
休
暇
で
ヤ
ル
氣
を
取
り
戻
せ
る
な
ら
、 

そ
の
一
週
間
の
休
暇
こ
そ
、
最
高
の
努
力
。 

七
十
八
、
老
後
は
、
自
分
で
創
り
出
し
た
年
金
を
。
リ
ピ
ー
ト
あ
る
顧
客
と
い
う
名
の
年
金
を
。 

七
十
九
、
人
に
会
う
効
用
は
二
つ
。 

一
つ
は
、
自
分
は
う
ま
く
行
っ
て
い
な
い
と
自
覚
で
き
、 

も
う
一
つ
は
、
自
分
は
自
惚
れ
て
い
た
と
自
覚
出
来
る
事
。 

八
十
、  

会
社
は
、
社
長
と
社
員
の
成
長
の
場
。 

八
十
一
、
社
長
は
、
社
員
が
成
長
す
る
キ
ッ
カ
ケ
と
環
境
を
作
る
の
が
役
目
。 

八
十
二
、
結
果
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
部
門
の
努
力
の
合
作
で
あ
る
。 

八
十
三
、
分
別
と
は
、
心
で
す
る
も
の
。
才
覚
と
は
、
氣
の
働
き
に
過
ぎ
な
い
。 

八
十
四
、
他
の
誰
が
、
ど
ん
な
批
判
を
し
よ
う
と
も
、
女
房
だ
け
は
、
夫
を
支
え
る
覚
悟
を 

持
た
な
け
れ
ば
、
充
実
は
生
ま
れ
な
い
。 

八
十
五
、
日
本
の
神
々
は
試
練
は
与
え
な
い
。
教
育
を
す
る
の
で
あ
る
。 

八
十
六
、
目
的
無
き
民
主
主
義
は
愚
衆
政
治
で
あ
る
。 

八
十
七
、
互
い
に
認
め
合
い
、
互
い
に
感
謝
す
る
だ
け
で
は
、
ダ
メ
。 

そ
の
上
で
、
何
を
為
す
べ
き
か
を
明
確
に
す
る
事
が
民
主
主
義
で
あ
る
。 

そ
の
調
整
役
が
中
心
人
格
で
あ
り
、
決
し
て
ジ
ャ
ッ
ジ
し
て
は
な
ら
な
い
。 

八
十
八
、
中
心
人
格
は
、
切
る
べ
き
者
を
切
っ
た
上
で
、
更
地
に
し
て
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
。 

独
断
で
は
い
け
な
い
。
そ
し
て
初
め
て
合
議
制
が
成
り
立
つ
。 

八
十
九
、
経
営
と
は
、
経
営
者
の
考
え
を
社
員
の
協
力
を
得
て
、
達
成
す
る
こ
と
。 

九
十
、  

人
間
と
し
て
最
も
大
切
な
こ
と
は「
自
覚
」と「
器
量
」で
あ
る
。 

九
十
一
、
失
敗
し
た
事
を
学
ぶ
こ
と
で
、
人
生
に
無
駄
が
無
く
な
る
。 



九
十
二
、
一
人
一
人
が
自
分
の
立
場
を
自
覚
し
て「
情
」を
通
い
合
う
こ
と
。 

九
十
三
、
自
分
で
自
分
の
料
簡
を
狭
く
す
る
こ
と
で
、
地
獄
に
な
る
。 

九
十
四
、
発
心
す
る
こ
と
で「
縁
」を
呼
び
寄
せ
る
。 

九
十
五
、
広
告
は
、
そ
の
会
社
の
魂
の
叫
び
で
あ
る
。 

九
十
六
、
広
告
は
本
来
、
お
客
さ
ん
に
対
し
て
自
分
た
ち
が
一
体
何
を
、
ど
う
い
う
風
に
考
え
て 

商
売
し
て
い
る
か
、
と
い
う
意
見
の
表
明
で
あ
る
。 

九
十
七
、
広
告
に
は
、
哲
学
が
必
要
。 

九
十
八
、
真
面
目
と
誠
意
だ
け
で
は
通
じ
な
い
。
何
を
為
し
た
か
と
い
う
行
動
し
か
、 

将
来
生
か
さ
れ
な
い
。 

九
十
九
、
道
に
迷
っ
た
ら
、
ド
ッ
プ
リ
と
浸
る
こ
と
。
こ
れ
以
外
に
至
る
道
は
無
い
。 

百
、  

 

商
売
は
、
セ
ン
ス
で
あ
り
、
戦
略
。
経
営
は
、
温
か
さ
。 

百
一
、 

自
分
の
今
、
や
っ
て
い
る
事
に
、
精
一
杯
の
責
任
を
感
じ
る
こ
と
。 

百
二
、 

そ
の
役
職
に
立
つ
心
構
え
が
大
切
な
の
で
あ
る
。 

百
三
、 

品
質
向
上
が
、
メ
ー
カ
ー
の
王
道
。 

百
四
、 

全
て
を
自
分
が
承
認
す
る
か
ら
、
心
が
解
き
放
た
れ
る
の
で
あ
る
。 

百
五
、 

多
店
舗
展
開
し
て
い
る
会
社
は
、
各
店
に
売
り
上
げ
や
利
益
を
競
わ
す
の
で
は
な
く
、 

本
部
が
定
め
た
モ
デ
ル
店
に
近
付
く
こ
と
を
競
わ
せ
る
こ
と
で「
充
実
」が
生
ま
れ
る
。 

百
六
、 

人
は
何
が
キ
ッ
カ
ケ
で
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
か
分
か
ら
な
い
。 

だ
か
ら
、
相
手
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
環
境
を
作
る
こ
と
に
誠
実
で
あ
り
た
い
。 

百
七
、 

西
洋
の
教
育
は
、
知
識
を
蓄
え
、
経
験
を
重
ね
、
マ
イ
ス
タ
ー
に
な
っ
て
ゆ
く
。 

衣
を
着
重
ね
て
ゆ
く
も
の
。 

東
洋
の
教
育
は
、
衣
を
一
枚
一
枚
脱
が
せ
て
ゆ
く
、
最
後
に
己
に「
こ
れ
し
か
生
き
る
道
は

無
い
」と
自
覚
さ
せ
、
掴
み
取
ら
せ
る
こ
と
を
言
う
。 

百
八
、 

結
婚
と
は「
結
魂
」の
こ
と
を
言
い
、
一
つ
の
命
（志
）が
、
縁
に
よ
っ
て
、
一
方
は
甲
の
腹
に
宿

り
、
も
う
一
方
が
乙
の
腹
に
宿
っ
た
。
そ
の
二
つ
に
分
か
れ
た
命
（
志
）
が
、
一
つ
に
戻
る
こ

と
で
あ
る
。
二
つ
の
も
の
を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
結
婚
（
魂
）と
は
、
そ
の
自
分
の
片

割
れ
を
、
一
つ
で
あ
っ
た
時
の
片
割
れ
を
捜
し
出
し
、
共
に
生
き
る
こ
と
。 

百
九
、 

心
を
磨
く
前
に
、
見
え
る
所
を
磨
け
。 

百
十
、 

自
分
の
限
界
は
自
分
の
意
識
の
中
に
あ
る
。 

百
十
一
、
待
つ
こ
と
は
愛
で
あ
る
。 

百
十
二
、
本
当
の
感
動
は
苦
労
し
た
時
し
か
、
味
わ
え
な
い
。 

百
十
三
、
意
味
の
無
い
よ
う
な
こ
と
を
、
意
味
あ
る
よ
う
に
す
る
の
が
人
生
。 

百
十
四
、
天
に
通
じ
る
も
の
は
必
ず
、
人
の
心
に
通
じ
る
。 

百
十
五
、
新
し
い
事
業
を
任
せ
る
時
は
必
ず
、
責
任
者
が
社
長
の
哲
学
に
共
感
し
て
い
る
こ
と
が 

 

前
提
と
な
ら
な
け
れ
ば
崩
壊
す
る
。
そ
し
て
成
功
す
る
か
否
か
は
、
そ
の
責
任
者
の
商
売 

の
セ
ン
ス
が
左
右
す
る
。 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

百
十
六
、 
セ
ン
ス
と
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
事
を
感
じ
取
る
能
力
の
こ
と
を
言
う
。 

百
十
七
、 

豊
か
さ
を
追
い
求
め
る
と
、
心
が
貧
し
く
な
っ
て
行
く
。 

今
、
恵
ま
れ
て
い
る
と
自
覚
し
た
時
、
心
が
豊
か
に
な
っ
て
行
く
。 

百
十
八
、 

責
め
心
の
無
い
厳
し
さ
と
、
狎
（な
）れ
心
の
無
い
優
し
さ
が
大
切
。 

百
十
九
、 

お
金
を
儲
け
る
よ
り
、
お
金
を
使
う
の
に
、
哲
学
が
要
る
。 

百
二
十
、 

人
ら
し
く
生
き
る
為
に
、
よ
り
良
い
環
境
を
作
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
話
し
合
い
、 

整
え
て
ゆ
く
こ
と
が
、
政
治
で
あ
り
、
経
営
で
あ
る
。 

百
二
十
一
、
全
社
員
に「
人
間
ら
し
く
生
き
る
と
は
」を
説
く
。 

つ
ま
り
、
ど
う
す
れ
ば
幸
せ
を
感
じ
、
充
実
を
味
わ
え
る
か
を
説
く
こ
と
が 

管
理
者
の
役
目
で
あ
り
、
そ
し
て
初
め
て
、
シ
ス
テ
ム
が
活
き
て
ゆ
く
。 

百
二
十
二
、
親
（社
長
）
は
、
ま
ず
女
房
（幹
部
）子
供
（社
員
）
に
人
間
ら
し
く
生
き
る 

 

と
い
う
哲
学
を
教
え
る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
生
活
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。 

百
二
十
三
、
重
心
点
を
己
と
相
手
の
中
心
に
持
っ
て
行
く
こ
と
。 

百
二
十
四
、
今
、
自
分
に
何
が
出
来
る
の
か
を
自
覚
し
て
、
立
っ
て
ゆ
く
こ
と
。 

百
二
十
五
、
親
が
子
供
に
ワ
ク
ワ
ク
感
を
与
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
事
な
よ
う
に
、 

社
長
が
社
員
に
ワ
ク
ワ
ク
感
を
如
何
に
与
え
続
け
ら
れ
る
か
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。 

百
二
十
六
、
一
番
効
率
よ
く
人
間
を
成
長
さ
せ
る
の
は
、
５
０
％
の
温
か
く
優
し
い
言
葉
と
、 

５
０
％
の
冷
た
く
厳
し
い
言
葉
で
あ
る
。 

百
二
十
七
、
顔
の
造
作
は
親
の
責
任
。
顔
の
表
情
は
、
自
分
の
責
任
。 

百
二
十
八
、
美
し
さ
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
美
し
い
も
の
に
触
れ
る
こ
と
は
難
し
く
な

い
。 

百
二
十
九
、
業
務
が
煩
雑
に
な
ら
な
い
よ
う
な
仕
事
の
受
注
が
大
切
。
一
歩
一
歩
着
実
に
こ
な
し
て

行
く
こ
と
が
個
人
と
会
社
の
充
実
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。 

百
三
十
、 

余
っ
た
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
勘
と
度
胸
を
養
う
こ
と
。 

百
三
十
一
、
借
金
は
、
借
金
し
か
生
ま
な
い
。 

百
三
十
二
、
心
に
刻
む
言
葉
が
一
つ
で
も
あ
れ
ば
、
価
値
を
生
む
。 

百
三
十
三
、
言
葉
の
贈
り
物
を
す
る
た
め
に
も
、
哲
学
を
深
め
る
こ
と
。 

百
三
十
四
、
社
業
が
国
益
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
む
姿
勢
が
大
切
。 

百
三
十
五
、
何
が
あ
っ
て
も
、
坦
々
と
こ
な
し
て
行
く
こ
と
。 

百
三
十
六
、
人
間
関
係
は
、
薄
く
も
な
く
、
濃
く
も
な
く
、
淡
い
交
わ
り
が
大
事
。 

こ
の「
淡
い
交
わ
り
」が
難
し
い
。 

百
三
十
七
、
経
営
者
は
、
望
遠
鏡
と
顕
微
鏡
の
眼
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。 

百
三
十
八
、
己
の
哲
学
を
以
っ
て
、
相
手
の
哲
学
を
切
る
。 

相
手
を
刺
す
ほ
ど
の
覚
悟
を
持
っ
て
す
れ
ば
、
事
は
自
然
と
拓
け
る
。 



百
三
十
九
、
遠
慮
と
は
、
遠
く
か
ら
相
手
を
慮
る
こ
と
。
自
我
で
断
る
こ
と
で
は
な
い
。 

百
四
十
、  

社
長
と
社
員
で
な
く
、
社
長
即
社
員
。
己
と
一
体
で
あ
る
。 

こ
の
感
覚
を
味
わ
え
な
け
れ
ば
、
真
の
経
営
者
に
は
な
れ
な
い
。 

百
四
十
一
、
保
証
人
に
な
っ
て
も
、
保
証
人
に
は
な
っ
て
も
ら
う
な
。
行
き
詰
ま
っ
た
時
、
心
が
痛
む
。 

百
四
十
二
、
人
は
、
本
音
を
言
え
る
相
手
が
い
る
こ
と
が
一
番
大
切
。 

百
四
十
三
、
来
た
る
人
に
は
、
や
さ
し
さ
を
。
去
り
行
く
人
に
は
、
し
あ
わ
せ
を
。 

縁
あ
っ
て
来
た
れ
る
人
に
は
、
精
一
杯
の
優
し
さ
で
接
し
、 

縁
あ
っ
て
去
っ
て
行
く
人
に
は
、
今
後
の
し
あ
わ
せ
を
願
っ
て
あ
げ
る
、
心
の
器
を
持
ち 

合
わ
せ
た
い
。
縁
に
は
寿
命
が
有
る
。 

百
四
十
四
、
信
用
す
れ
ど
、
当
て
に
せ
ず
。 

百
四
十
五
、
一
流
と
は
、
隅
々
ま
で
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
を
言
う
。 

百
四
十
六
、
苦
境
に
陥
っ
た
人
に
心
を
奮
起
さ
せ
る
一
言
を
発
せ
ら
れ
る
人
間
で
あ
り
た
い
。 

百
四
十
七
、
中
小
企
業
は
社
長
が
ブ
ラ
ン
ド
。 

百
四
十
八
、
志
の
一
致
、
無
借
金
経
営
、
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
。 

百
四
十
九
、
業
務
は
一
日
８
時
間
。
業
務
後
３
時
間
の
使
い
方
で
人
生
が
大
き
く
左
右
す
る
。 

百
五
十
、  

氣
づ
く
人
に
な
る
た
め
に
は「
人
を
喜
ば
せ
る
」事
を
、
考
え
続
け
工
夫
す
る
こ
と
。 

百
五
十
一
、
出
来
る
奴
は
、
ど
ん
な
時
に
も
ア
イ
デ
ア
が
湧
く
、
い
ろ
い
ろ
遊
ん
で
来
て
、 

い
ろ
ん
な
失
敗
を
し
た
体
験
が
最
後
に
は
、
も
の
を
言
う
。 

百
五
十
二
、
言
葉
を
理
解
す
る
か
ら
、
人
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
。 

百
五
十
三
、
自
分
の
氣
持
ち
を
伝
え
る
に
は
、
豊
富
な
言
葉
が
必
要
。 

百
五
十
四
、
情
報
は
、
自
分
か
ら
出
さ
な
い
と
人
は
寄
っ
て
来
な
い
。 

百
五
十
五
、
人
は
裸
に
な
っ
た
時
、
そ
の
人
の
価
値
が
見
え
る
。 

百
五
十
六
、
自
分
と
、
そ
の
人
と
の
人
間
性
で
仕
事
は
す
る
も
の
。 

百
五
十
七
、
讃
岐
人
と
は
、
人
生
の
岐
路
に
立
っ
た
人
を
讃
え
得
る
人
物
の
こ
と
。 

讃
岐
人
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を
持
て
る
人
間
で
あ
り
た
い
。 

百
五
十
八
、
失
敗
か
ら
成
功
への
プ
ロ
セ
ス
が
楽
し
い
。 

百
五
十
九
、
送
り
物
を
す
る
時
、
引
き
取
り
に
行
く
時
、
人
を
紹
介
す
る
時
等
々
、 

様
々
な
普
段
の
所
作
に
、
そ
の
人
の
哲
学
が
現
れ
る
。 

百
六
十
、  

哲
学
を
持
つ
と
は
、
人
間
は
如
何
に
生
き
る
べ
き
か
と
い
う
自
分
な
り
の
明
確
な
考
え 

を
持
つ
こ
と
を
言
う
。 

百
六
十
一
、
真
の
家
族
に
は
、
権
利
と
義
務
の
関
係
は
無
い
。
有
る
の
は
、
責
任
と
感
恩
の
関
係
で
あ

る
。 

百
六
十
二
、
忙
し
く
し
な
い
事
が
大
切
。
丁
寧
な
仕
事
が
出
来
な
く
な
る
。
だ
か
ら
、
安
易
な
大
量

受
注
は
取
ら
な
い
よ
う
に
。 

百
六
十
三
、
高
利
多
売
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
だ
か
ら「
高
利
適
売
」に
成
っ
て
行
く
。 

百
六
十
四
、
小
さ
い
会
社
だ
か
ら
、
全
て
の
工
程
を
自
分
の
目
で
確
か
め
な
が
ら
仕
事
が
出
来
る
。 



百
六
十
五
、
社
員
を
経
費
と
考
え
て
は
い
け
な
い
。 

百
六
十
六
、
バ
イ
ト
す
る
な
ら
、
自
分
に
必
要
な
技
術
を
学
べ
る
所
で
す
る
べ
し
。 

百
六
十
七
、
自
分
の
価
値
を
お
客
さ
ん
に
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
行
く
こ
と
。 

百
六
十
八
、
お
金
は
追
わ
な
い
、
女
も
追
わ
な
い
、
追
う
の
は
仕
事
だ
け
。 

百
六
十
九
、
感
性
を
磨
く
に
は
、
失
敗
を
重
ね
る
こ
と
。
試
行
錯
誤
の
失
敗
を
。 

百
七
十
、  

哲
学
を
持
っ
て
、
抑
揚
の
あ
る
話
し
方
を
し
な
い
と
、
相
手
の
注
目
を
集
め
ら
れ
ず
、 

貴
重
な
相
手
の
時
間
を
無
駄
に
さ
せ
て
し
ま
う
。 

百
七
十
一
、
任
す
と
は
、
手
を
離
し
て
眼
を
離
さ
な
い
こ
と
。
眼
を
離
し
て
も
心
を
離
さ
な
い
こ
と
。 

百
七
十
二
、
人
生
の
目
的
は
、
一
生
を
掛
け
て
、
本
音
で
話
し
合
え
、
本
音
で
付
き
合
え
る
友
を 

得
る
こ
と
に
尽
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

百
七
十
三
、
ク
レ
ー
ム
の
生
ま
れ
る
元
は
一
人
一
人
の「
ま
ぁ
、
い
い
か
。
」の
気
持
ち
か
ら
。 

品
質
は
人
質
（じ
ん
し
つ
）な
の
で
あ
る
。 

百
七
十
四
、
人
が
損
を
す
る
の
は
た
い
て
い
、
必
要
な
こ
と
を
学
ば
な
い
か
ら
。 

百
七
十
五
、
皆
の
た
め
に
一
番
苦
労
し
た
人
が
、
結
局
は「
徳
」を
得
る
。 

百
七
十
六
、
ｗ
ｈ
ｙ
（何
故
）ｂ
ｅ
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
ｅ(

何
故
な
ら
ば)

を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
こ
と
が
仕
事
で
は
大
事
。 

百
七
十
七
、
情
が
根
底
に
有
っ
て
初
め
て
、
理
（シ
ス
テ
ム
）が
活
き
て
く
る
。 

百
七
十
八
、
人
と
し
て
の
生
き
方
を
自
分
の
生
き
様
を
通
じ
て
社
員
に
伝
え
て
行
き
な
が
ら
、 

社
業
の
器
を
拡
げ
る
こ
と
。 

百
七
十
九
、 

仕
事
を
通
じ
て
人
と
し
て
の
生
き
方
を
伝
え
る
の
が
経
営
者
で
あ
る
。 

だ
か
ら
、
経
営
者
は
生
涯
、
人
間
成
長
の
学
び
を
し
続
け
る
の
で
あ
る
。 

百
八
十
、  

体
調
管
理
は
仕
事
の
う
ち
。
そ
れ
を
軽
ん
ず
る
な
ら
、
経
営
者
を
や
め
な
さ
い
。 

社
長
が
一
番
元
氣
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

百
八
十
一
、
経
営
を
熱
く
語
る
べ
き
は
、
ま
ず
社
員
。
そ
し
て
得
意
先
、
関
係
先
で
あ
る
。 

百
八
十
二
、
徹
す
る
こ
と
は
美
し
い
。
こ
れ
を
徹
美
と
言
う
。 

百
八
十
三
、
厳
し
い
か
ら
付
い
て
来
な
い
の
で
は
な
く
、
信
頼
出
来
な
い
か
ら
、
付
い
て
来
な
い
の
で
あ

る
。 

百
八
十
四
、
上
に
立
つ
者
と
し
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
部
下
を
信
じ
切
る
こ
と
。
こ
れ
に
尽
き
る
。 

百
八
十
五
、
社
長
が
ハ
ッ
キ
リ
す
る
か
ら
、
社
員
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
来
る
。 

「
縁
の
深
さ
」が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
来
る
の
で
あ
る
。 

百
八
十
六
、
歴
史
上
の
人
物
の
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
。
そ
れ
を
自
分
の
わ
ず
か
な
経
験
で
し
か
な
い

人
生
に
活
か
す
こ
と
。
そ
れ
が
、
自
分
に
触
れ
合
う
縁
あ
る
人
に
勇
氣
と
元
氣
を 

 
 

 
 

 
 

与
え
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
糧
に
な
る
。 

百
八
十
七
、
人
生
と
は
、
問
題
解
決
を
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
応
用
力
が
必
要
。 

百
八
十
八
、
全
て
は
、
応
用
力
。
他
人
の
経
験
を
素
直
に
聴
き
、
そ
し
て
、
自
分
な
ら
ど
う
す
る
の
か

を
考
え
て
行
く
こ
と
で
応
用
力
が
身
に
付
く
。 

 



百
八
十
九
、
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
相
手
の
困
っ
て
い
る
事
、
望
ん
で
い
る
事
を
迅
速
に
解
決
す
る
こ
と
を

言
う
。
単
に
、
お
ま
け
を
付
け
る
こ
と
で
は
な
い
。 

百
九
十
、  
野
心
の
無
い
向
上
心
の
あ
る
人
は
、
美
し
い
。 

百
九
十
一
、
小
を
侮
る
者
、
小
、
ま
た
侮
ら
れ
ん
。 

自
分
よ
り
小
の
者
を
侮
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
小
の
者
か
ら
も
、
お
前
の
こ
と
を
侮
ら
れ
て

い
る
。 

百
九
十
二
、
ピ
ン
に
は
ピ
ン
の
場
所
が
あ
る
。 

百
九
十
三
、
氣
は
遣
う
も
の
で
な
く
、
氣
は
配
る
も
の
。 

氣
は
遣
う
と
自
分
も
疲
れ
、
相
手
に
も
氣
疲
れ
さ
せ
て
し
ま
う
。
充
実
し
て
い
る
か
ら
、

氣
が
配
れ
る
の
で
あ
る
。 

百
九
十
四
、
心
は
込
め
る
も
の
で
な
く
、
心
は
注
ぐ
も
の
。 

込
め
る
に
は
、
力
み
を
感
じ
、
注
ぐ
に
は
、
丁
寧
さ
を
感
じ
る
。 

百
九
十
五
、
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
で
も
、
ピ
ン
チ
が
長
続
き
し
た
時
、
善
し
悪
し
で
な
く 

「
縁
」が
深
い
か
、
浅
い
か
、
が
ハ
ッ
キ
リ
す
る
。 

百
九
十
六
、
医
療
の
原
点
は「
手
当
て
」で
あ
る
。
こ
れ
を
怠
る
こ
と
を
、
手
遅
れ
と
言
う
。 

百
九
十
七
、
相
手
に
は
、
情
を
汲
み
な
が
ら
、
客
観
性
の
納
得
を
得
て
行
く
こ
と
。 

百
九
十
八
、
合
意
と
納
得
の
経
営
を
。 

百
九
十
九
、
何
事
も
楽
し
い
か
ら
取
り
組
む
の
で
な
く
、
真
剣
に
取
り
組
む
か
ら
楽
し
く
な
る
の
で

あ
る
。 

二
百
、    

行
き
詰
ま
っ
た
ら
、
全
て
を
捨
て
切
る
こ
と
。 

二
百
一
、  

己
の
も
の
の
捉
え
方
で
、
心
が
救
わ
れ
る
。
全
て
、
考
え
方
、
捉
え
方
で
あ
る
。 

二
百
二
、  

考
え
方
、
捉
え
方
を
変
え
る
の
に
、
お
金
は
い
ら
な
い
。 

二
百
三
、  

人
間
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
事
で
ボ
ロ
が
出
る
。
ま
た
ち
ょ
っ
と
し
た
事
で
、 

品
性
を
感
じ
る
も
の
。
本
物
の
人
ほ
ど「
ち
ょ
っ
と
し
た
事
」を
観
て
い
る
。 

二
百
四
、  

ワ
ン
マ
ン
と
は
、
自
分
勝
手
を
言
う
の
で
な
く
、
全
体
を
引
っ
張
る
統
率
力
の
こ
と
を 

言
う
。 

二
百
五
、  

取
扱
商
品
に
よ
っ
て「
ス
モ
ー
ル
」を
探
究
す
る
か「
ビ
ッ
グ
」を
探
究
す
る
か
、 

 
 

 
 

 
 

 

自
ず
と
定
ま
っ
て
行
く
。 

二
百
六
、  

道
徳
や
善
悪
は
人
間
が
決
め
た
も
の
。
己
の
善
悪
の
基
準
を
明
ら
か
に
せ
よ
。 

二
百
七
、  

評
価
制
度
は
、
一
種
の「
取
引
」で
し
か
な
い
。 

二
百
八
、  

理
想
は
、
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
金
力
で
も
な
く
権
力
で
も
な
い
。 

人
格
で
以
て
、
統
治
す
る
こ
と
。 

二
百
九
、  

会
社
は
、
給
料
と
労
働
の
交
換
所
で
は
な
い
。 

二
百
十
、  

「
仕
組
み
づ
く
り
」が
出
来
て
い
れ
ば「
人
育
て
」が
し
易
く
な
る
。 

二
百
十
一
、 

親
（社
長
）
の
観
点
か
ら
は
、
五
体
満
足
（優
秀
な
社
員
）を
望
む
が
、 

本
当
は
、
自
然
体
が
一
番「
し
あ
わ
せ
」を
生
む
。 



二
百
十
二
、 

全
て
の
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
は「
家
族
」
に
あ
り
。 

真
の「
家
族
」と
い
う
も
の
を
深
く
考
え
て
み
よ
。
家
族
に
利
害
は
無
い
。 

二
百
十
三
、 
販
売
先
が
親
会
社
で
あ
れ
ば
、
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、 

実
は
、
不
安
定
で
あ
る
。 

二
百
十
四
、 

誠
実
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
な
ら
、
全
国
に
個
人
顧
客
を
持
つ
商
い
が
強
い
。 

二
百
十
五
、 

企
業
を
百
年
以
上
継
続
さ
せ
た
い
な
ら「
繁
栄
」を
望
ん
で
は
な
ら
な
い
。 

繁
栄
は
膨
張
に
つ
な
が
る
。「
老
舗
」
に
繁
栄
は
無
い
。 

坦
々
と
自
社
を
愛
し
て
く
れ
る
お
客
を
創
り
続
け
る
の
み
。 

二
百
二
十
六
、
自
分
の
書
い
た
文
章
を
読
ん
で
、
自
分
が
熱
く
な
れ
な
け
れ
ば
、
他
人
に
は
伝
わ
ら

な
い
。
己
の
考
え
を
文
章
に
す
る
事
で
、
理
解
度
が
増
す
。 

二
百
二
十
七
、
報
告
は
、
上
か
ら
部
下
へす
る
も
の
。
す
る
と
、
自
主
的
に
下
が
す
る
よ
う
に
な
る
。 

二
百
二
十
八
、
幹
部
は「
今
、
こ
う
な
っ
て
い
ま
す
。
」「
今
、
こ
う
し
て
い
ま
す
。
」と
社
長
に
中
間 

報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
社
長
に
対
す
る
責
任
で
あ
る
。 

二
百
二
十
九
、
他
社
に
真
似
の
出
来
な
い
仕
組
み
づ
く
り
は「
人
」し
か
な
い
。 

二
百
三
十
、  

理
想
の
給
与
体
系
は
無
い
。
そ
の
会
社
に
相
応
し
い
体
系
を
作
る
し
か
な
い
。 

二
百
三
十
一
、
志
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
状
況
に
な
っ
て
も
、
醜
く
は
、
な
ら
な
い
。 

二
百
三
十
二
、
苦
労
は
、
皆
が
も
っ
と
快
適
に
な
る
た
め
に
す
る
も
の
。 

二
百
三
十
三
、
社
員
の
こ
と
を
想
う
考
え
方
を
徹
底
し
た
時
、
改
善
が
生
ま
れ
る
。 

二
百
三
十
四
、
た
っ
た
一
度
の
人
生
だ
か
ら
、
何
か
人
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
と
、 

い
つ
も
考
え
る
こ
と
が
大
事
。 

二
百
三
十
五
、
潜
水
艦
の
艦
長
は
時
折
、
潜
望
鏡
を
覗
か
せ
、
現
在
の
位
置
そ
し
て
、
向
か
っ
て
い
る

方
向
を
確
認
さ
せ
る
。
だ
か
ら
、
希
望
が
湧
く
の
で
あ
る
。 

二
百
三
十
六
、
世
界
的
視
野
で
自
社
の
業
界
を
観
て
行
き
、
適
正
規
模
を
継
続
す
る
こ
と
。 

二
百
三
十
七
、
大
き
な
煎
餅
は
、
口
に
入
る
大
き
さ
に
割
れ
ば
、
食
べ
ら
れ
る
。 

二
百
三
十
八
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
（
独
自
の
存
在
）か
ら
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
ワ
ン
（個
々
が
光
り
輝
く
存
在
）へ。

シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
ワ
ン
か
ら
プ
レ
ジ
ャ
ー
ワ
ン
（喜
び
を
分
か
ち
合
う
存
在
）へ。 

二
百
三
十
九
、
一
つ
の
商
品
の
年
間
出
荷
量
を
決
め
て
か
ら
、
製
造
販
売
計
画
を
立
て
る
こ
と
が 

大
切
。 

二
百
四
十
、 

商
品
開
発
力
が
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
行
き
詰
ま
る
。 

二
百
四
十
一
、
一
日
足
り
と
も
欠
か
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、「
種
ま
き
」で
あ
る
。 

二
百
四
十
二
、
得
た
学
び
を
自
分
の
言
葉
で
言
語
化
し
て
掘
り
下
げ
て
い
る
と
、 

自
分
への
浸
透
度
が
高
ま
る
。 

二
百
四
十
三
、
責
任
の
追
及
で
な
く
、
原
因
の
追
究
を
。 

二
百
四
十
四
、
困
っ
て
も
、
心
ま
で
困
ら
な
い
こ
と
。 

二
百
四
十
五
、
代
理
店
と
は
、
メ
ー
カ
ー
の「
理
念
、
商
品
、
仕
組
み
」を
代
理
し
て
販
売
す
る
会
社 

お
店
の
こ
と
を
指
す
。
単
な
る
販
売
店
で
は
な
い
。 



二
百
四
十
六
、
商
売
の
本
質
は「
飽
き
な
い
」を
売
る
こ
と
。 

商
い
が
、
お
客
さ
ん
や
社
員
か
ら
飽
き
ら
れ
な
い
の
が
本
質
で
あ
る
と
自
覚
す
る 

こ
と
。 

二
百
四
十
七
、
出
来
る
事
な
ら
、
差
し
上
げ
な
さ
い
。
ケ
チ
ケ
チ
す
る
な
。 

二
百
四
十
八
、
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
生
か
す
こ
と
で
あ
る
。 

二
百
四
十
九
、
そ
ん
な
自
分
で
い
い
の
か
よ
。
と
問
い
掛
け
て
来
る
、
も
う
一
人
の
自
分
を
持
つ
こ
と
。 

二
百
五
十
、  

世
に
言
う
急
成
長
と
は
、
膨
張
で
あ
る
。
故
に
、
急
成
長
し
て
は
な
ら
な
い
。 

二
百
五
十
一
、 

思
想
（価
値
観
）を
考
え
る
こ
と
を
哲
学
と
言
う
。 

そ
の
哲
学
を
深
め
る
こ
と
を
怠
っ
て
は
、
な
ら
な
い
。 

二
百
五
十
二
、
感
動
は
国
境
を
越
え
る
。
宗
教
、
思
想
が
違
っ
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
芸
術
が 

実
証
し
て
い
る
が
如
く「
感
動
」は
国
境
を
越
え
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
人
種
は
異
な
っ
て
も「
赤
ち
ゃ
ん
」
を
可
愛
い
と
感
じ
る
が
如
く「
純
粋
さ
＝

赤
ち
ゃ
ん
」に
は
、
国
境
を
越
え
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
。 

二
百
五
十
三
、
感
謝
す
る
か
ら
笑
顔
に
な
れ
る
。
真
の
笑
顔
に
な
れ
ぬ
の
は
、
感
謝
し
て
な
い
証
拠
で

あ
る
。 

二
百
五
十
四
、 

親
が
子
供
を
守
る
が
如
く
、
会
社
が
社
員
を
守
っ
て
や
ら
ね
ば
、
真
の
教
育
が
出

来
よ
う
は
ず
が
な
い
。 

二
百
五
十
五
、 

行
き
詰
ま
っ
た
ら
、
開
き
直
れ
。
開
き
直
る
と
は
、
心
を
開
い
て
素
直
に
な
る
こ
と
。

決
し
て
、
居
直
る
こ
と
で
は
な
い
。 

二
百
五
十
六
、 

社
長
か
ら
一
般
社
員
に
至
る
ま
で「
一
流
で
あ
る
」と
い
う
自
覚
を
持
つ
事
か
ら 

一
流
の
道
が
始
ま
る
。
我
が
社
は
何
を
以
っ
て
一
流
と
成
る
の
か
、
一
流
と
言
え
る

の
か
。
社
長
以
下
全
社
員
が
日
に
一
度
で
も
、
自
ら
に
問
う
こ
と
で
あ
る
。 

二
百
五
十
七
、 

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
集
中
す
る
こ
と
。
で
な
け
れ
ば
、
効
率
が
悪
く
な
る
。 

お
客
さ
ん
への
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
セ
ン
ス
が
左
右
す
る
。 

二
百
五
十
八
、 

真
の
自
己
実
現
と
は
、
個
人
の
夢
を
達
成
す
る
程
度
の
も
の
を
言
う
の
で
は
な
く
、

天
か
ら
与
え
ら
れ
た
役
割
を
自
覚
し
て
、
そ
れ
を
仕
事
を
通
じ
て
、
果
た
し
て
行
く

こ
と
を
言
う
。 

二
百
五
十
九
、 

何
か
を
取
り
組
も
う
と
す
る
時
や
、
相
手
に
対
す
る
時
は
、
ま
ず
、
本
質
を
観
る

こ
と
。
そ
し
て
多
面
的
に
観
る
こ
と
。
併
せ
て
遠
く
か
ら
観
る
こ
と
。 

そ
う
で
な
い
と
、
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
は
出
来
な
い
。 

二
百
六
十
、  

「
蓄
積
」
す
る
の
で
な
く「
蓄
え
る
」
の
で
あ
る
。「
蓄
積
」
に
は
、
疲
労
が
蓄
積
し
て
病

に
、
、
、
と
い
う
受
動
的
な
面
を
併
せ
持
つ
。「
蓄
え
る
」
は
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て

行
な
う
も
の
。 

二
百
六
十
一
、 

失
敗
を「
乗
り
越
え
る
」の
で
な
く「
蓄
え
る
」こ
と
。
人
と
し
て
の
重
さ
を
蓄
え
る
こ

と
。
重
さ
と
は
、
己
の
使
命
感
、
人
生
観
、
社
会
観
で
あ
り
、
哲
学
で
あ
り
計
画
で

あ
る
。
つ
ま
り「
蓄
え
る
」こ
と
は「
養
う
こ
と
」で
あ
る
。 



二
百
六
十
二
、
溜
め
込
ん
で
は
、
い
け
な
い
。
粗
大
ゴ
ミ
に
な
る
。
己
の
中
に
一
本
の
柱
を
立
て
る
こ
と
。

そ
の
柱
に
拠
っ
て
立
ち
、
取
捨
選
択
し
て
蓄
え
て
行
く
こ
と
。 

二
百
六
十
三
、
経
営
者
と
し
て
、
我
が
社
と
し
て
、
蓄
え
る
べ
き
は
何
か
。
捨
て
る
べ
き
は
何
か
。 

答
え
は
、
自
ら
の
蓄
え
の
中
に
し
か
、
得
ら
れ
な
い
。 

二
百
六
十
四
、
社
員
の「
和
」は
一
夜
に
し
て
出
来
ず
。
日
頃
よ
り
大
切
に
し
て
い
る
心
と
行
動
に 

よ
り
生
ず
る
。 

二
百
六
十
五
、
後
継
者
の
立
場
に
あ
る
者
は
、
社
長
が
何
を
以
っ
て「
安
心
」
す
る
の
か
、  

 
 

 
 

と
い
う
一
点
を
具
現
化
す
る
こ
と
に
誠
心
を
尽
く
す
こ
と
。 

二
百
六
十
六
、
ま
ず
、
結
論
を
言
え
。
そ
し
て
、
理
由
を
述
べ
よ
。 

二
百
六
十
七
、
社
員
の
多
く
が
心
底
欲
し
て
い
る
の
は
、
和
や
か
な
人
間
関
係
の
中
で
、
伸
び
伸
び
と

自
主
的
に
働
け
る
快
適
な
職
場
環
境
で
あ
る
。 

二
百
六
十
八
、
採
用
し
た
社
員
を
確
り
人
格
教
育
す
る
こ
と
が
、
そ
の
会
社
に
出
来
る
社
会
貢
献
で

あ
る
。
と
自
覚
す
る
こ
と
。 

二
百
六
十
九
、
ま
と
も
な
社
員
は
い
つ
も 

「
こ
の
社
長
に
、
自
分
達
の
生
活
や
将
来
を
、
預
け
て 

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。
」と
い
う
眼
で
見
つ
め
て
い
る
と
自
覚
す
る
こ
と
。 

二
百
七
十
、  

生
き
方
の
カ
ッ
コ
イ
イ
大
人
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
、
青
年
た
ち
に
希
望
を
与
え
る
。 

二
百
七
十
一
、
真
の
可
愛
さ
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
生
ず
る
の
で
な
く
、
言
葉
遣
い
と
、
立
ち
居
振
る

舞
い
か
ら
生
じ
る
。
そ
の
上
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
が
大
事
。 

二
百
七
十
二
、
社
員
に
孤
独
を
感
じ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
孤
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

二
百
七
十
三
、
お
酒
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
潤
滑
油
。
ほ
め
言
葉
は
心
の
潤
滑
油
。 

二
百
七
十
四
、
情
の
根
底
に
は
、
責
任
が
あ
る
。
責
任
な
き
情
は
、
情
が
生
か
さ
れ
ず
。 

二
百
七
十
五
、
仕
事
も
恋
も
タ
イ
ミ
ン
グ
。 

二
百
七
十
六
、
追
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
追
っ
て
は
な
ら
な
い
。
観
念
す
べ
き
時
に
は
観
念
せ
よ
。 

二
百
七
十
七
、
全
体
か
ら
考
え
て
、
ど
ち
ら
が
良
い
か
で
判
断
せ
よ
。
部
分
的
に
見
て
行
く
べ
か
ら

ず
。 

二
百
七
十
八
、
宇
宙
は
前
に
だ
け
動
い
て
い
る
。
故
に
、
人
も
前
に
だ
け
向
い
て
動
い
て
い
れ
ば
良
い
。

反
省
の
振
り
返
り
は
し
て
も
、
過
去
に
囚
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

二
百
七
十
九
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
な
く「
連
携
」
が
企
業
価
値
を
生
み
、
連
携
が
具
現
化
し
た
時
、

多
く
の
企
業
に
希
望
を
与
え
る
。「
連
携
」
と
は
、
志
と
技
術
能
力
が
同
じ
レ
ベ
ル
で

な
い
と
成
し
得
な
い
。
志
と
能
力
の
得
意
分
野
の
協
力
で
あ
る
。 

二
百
八
十
、  

男
は
男
の
誇
り
に
生
き
、
女
は
女
の
優
し
さ
の
中
に
生
き
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
れ
は
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
変
わ
っ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
。 

二
百
八
十
一
、
食
を
、
ほ
ど
ほ
ど
に
す
る
と
、
心
に「
ゆ
と
り
」を
生
じ
て
来
る
。 

心
の「
ゆ
と
り
」が
物
事
を
円
滑
に
し
て
行
く
。 

二
百
八
十
二
、「
福
は
内
、
鬼
は
外
」で
は
な
く「
福
は
内
、
鬼
も
内
」 

善
悪
を
超
え
て
来
た
れ
。
と
い
う
心
構
え
が
大
切
。 



二
百
八
十
三
、「
檄
を
飛
ば
す
」
と
は「
ガ
ン
バ
レ
！
」
と
闇
雲
に
エ
ー
ル
を
送
る
こ
と
で
な
く
、
船
団
の

先
頭
の
船
が「
檄
」と
い
う
鳥
を
飛
ば
し
、
目
的
地
を
指
し
示
す
こ
と
を
言
う
。 

二
百
八
十
四
、 

上
に
感
謝
、
下
に
願
い
。
こ
れ
が
人
と
し
て
の
思
い
で
あ
る
。 

二
百
八
十
五
、 
幸
を
求
め
て
歩
む
人
生
は
愚
か
な
り
。
道
を
唯
ひ
た
す
ら
に
歩
む
の
み
。 

そ
の
一
歩
一
歩
の
中
に
こ
そ
、
喜
び
が
あ
る
。 

二
百
八
十
六
、 

人
は
必
ず
過
ち
を
犯
す
。
だ
か
ら
、
過
ち
を
犯
し
た
数
以
上
に
、 

人
に
喜
び
を
与
え
る
こ
と
以
外
に
な
い
の
で
あ
る
。 

二
百
八
十
七
、「
ラ
ブ
」で
は
な
く「
愛
」が
大
切
。「
ラ
ブ
」は
個
人
の
肉
欲
で
あ
り
、 

「
愛
」は
、
公
の
為
に
尽
く
す
氣
持
ち
で
あ
る
。 

二
百
八
十
八
、
人
の
上
に
立
つ
者
に
絶
対
不
可
欠
な
も
の
が「
誠
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
実
践
す
る
に
は

「
相
手
に
理
解
出
来
る
言
葉
で
説
く
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
目
の
前
に
あ
る
事
を

一
つ
ず
つ
誠
実
に
己
の
良
心
と
信
念
だ
け
に
基
づ
い
て
着
実
に
や
り
抜
く
以
外
に

な
い
。 

二
百
八
十
九
、「
品
格
」「
教
養
」「
愛
国
」「
愛
民
」こ
そ
が
生
涯
を
通
じ
て
探
究
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。 

二
百
九
十
、  

希
望
と
は
、
希
（わ
ず
か
）な
望
み
の
こ
と
。
つ
ま
り
、
大
き
な
望
み
が
な
く
と
も
、 

人
は
希
な
望
み
さ
え
あ
れ
ば
、
勇
氣
が
湧
い
て
来
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
だ
け
で
生
き  

る
価
値
が
生
ま
れ
る
。 

二
百
九
十
一
、
商
品
の
質
、
社
員
の
質
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
問
わ
れ
て
い
る
と
自
覚
す
る
事
。 

二
百
九
十
二
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
は
仕
事
で
し
か
、
磨
く
事
が
出
来
な
い
。 

二
百
九
十
三
、
地
べ
た
を
這
う
体
験
を
す
る
と
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
育
つ
。 

二
百
九
十
四
、
現
場
で
感
じ
た
疑
問
を
勉
強
で
解
消
し
、
学
ん
だ
事
を
現
場
で
検
証
せ
よ
。 

二
百
九
十
五
、
人
と
人
と
の
縁
の
中
に
神
が
宿
る
。
故
に
神
が
宿
る
よ
う
な
縁
を
つ
く
る
努
力
が 

大
切
。 

二
百
九
十
六
、
素
直
な
人
を
神
は
好
む
。
つ
ま
り
、
素
直
な
人
に
神
が
宿
る
の
で
あ
る
。 

二
百
九
十
七
、
工
芸
品
は
連
係
プ
レ
ー
。
美
術
品
は
ス
タ
ン
ド
プ
レ
ー
。 

美
術
品
は
一
人
の
天
才
に
よ
っ
て
出
来
る
が
、
工
芸
品
は
、
志
を
同
じ
く
し
、 

か
つ
技
術
レ
ベ
ル
も
同
じ
で
あ
っ
て
初
め
て「
工
芸
」に
成
る
。 

工
芸
品
に
は
文
化
を
感
じ
、
深
み
が
あ
る
。
日
本
は
本
来
、
工
芸
の
国
。 

工
芸
の
よ
う
な
会
社
で
あ
り
た
い
。 

二
百
九
十
八
、
真
の
資
産
は
、
顧
客
で
あ
る
。 

二
百
九
十
九
、
独
自
の
定
石
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
伸
び
る
企
業
と
伸
び
ざ
る
企
業
は
、
自
分
の 

体
質
に
合
っ
た
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
百
、   

  

苦
労
を
苦
労
と
感
じ
さ
せ
な
い
社
風
を
つ
く
る
努
力
を
せ
よ
。 

 
 

 
 

 
 

   

苦
楽
を
共
有
し
、
共
に
前
進
ま
た
前
進
の
姿
勢
で
生
き
甲
斐
あ
る
人
生
を
求
め
て 

歩
み
続
け
よ
う
と
す
る
社
風
。
こ
の
ム
ー
ド
作
り
、
こ
れ
が
大
切
。 

 



三
百
一
、  

雰
囲
気
は
社
員
皆
の
協
力
に
よ
っ
て
出
来
る
も
の
。
一
人
の
不
心
得
者
を
生
じ
た
時
、 

そ
の
ム
ー
ド
は
い
と
も
簡
単
に
壊
れ
て
し
ま
う
。 

お
互
い
が
お
互
い
に
注
意
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
ム
ー
ド
を
壊
さ
ぬ
努
力
が
大
切
で 

あ
る
。 

三
百
二
、  

最
近
の
母
親
は
や
っ
て
良
い
事
と
悪
い
事
を
き
ち
ん
と
子
供
に
教
え
て
い
な
い
。 

子
供
を
叱
る
前
に
、
教
え
ざ
る
の
罪
を
自
覚
せ
よ
。
母
親
役
で
あ
る
幹
部
社
員
も 

同
様
で
あ
る
。 

三
百
三
、  

人
の
情
け
が
は
ら
は
ら
と
袖
に
か
か
る
時
、 

人
は
誰
し
も
そ
の
行
為
に
報
わ
ね
ば
な
ら
ん
と
覚
悟
す
る
。 

三
百
四
、  

楽
し
み
を
共
に
す
る
友
人
は
持
っ
て
い
て
も
、
哀
し
み
苦
し
み
を
共
に
し
、 

 
 

 
 

 
 

  

共
に
泣
い
て
く
れ
る
者
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
否
か
を
振
り
返
っ
て
み
よ
。 

三
百
五
、  

道
理
と
共
に
情
理
を
兼
ね
備
え
た
人
が「
器
量
人
」な
の
で
あ
る
。 

三
百
六
、  

信
頼
を
得
る
道
は
信
賞
必
罰
に
あ
り
。
信
賞
は
行
い
易
い
が
必
罰
は
難
し
い. 

厳
し
さ
の
伴
っ
た
優
し
さ
で
あ
り
優
し
さ
の
伴
っ
た
厳
し
さ
で
あ
る
時
の
み
、 

人
は
信
頼
の
情
を
燃
や
す
。
優
し
い
だ
け
で
人
は
付
い
て
来
な
い
。 

ま
し
て
厳
し
い
だ
け
で
人
は
付
い
て
来
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。 

三
百
七
、  

父
の
如
き
厳
し
さ
と
、
母
の
如
き
優
し
さ
が
並
行
し
た
上
役
に
対
し
、 

厳
格
な
男
の
愛
情
を
感
じ
、
細
や
か
な
優
し
い
愛
情
を
感
ず
る
も
の
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
男
の
愛
と
女
の
愛
を
感
ず
る
よ
う
な
上
役
に
対
し
て
、
初
め
て
信
頼
の
情
を 

燃
や
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。 

三
百
八
、  

人
と
会
い
、
良
書
を
読
み
、
も
の
を
考
え
る
努
力
を
続
け
る
事
で
、
哲
学
を
深
め
る 

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
る
。 

三
百
九
、  

自
分
だ
け
が
良
か
れ
と
願
う
気
持
ち
が
あ
る
間
は
部
下
を
持
つ
資
格
は
無
い
。 

三
百
十
、  

「
我
が
上
役
は
勝
手
な
事
を
す
る
。
」と
感
じ
た
時
、
忠
誠
心
は
失
わ
れ
る
。 

三
百
十
一
、 

威
厳
と
は
、
生
活
態
度
に
道
義
の
匂
い
が
あ
り
、
教
養
の
匂
い
が
あ
る
こ
と
を
言
う
。 

三
百
十
二
、 

権
限
と
は
上
か
ら
与
え
る
も
の
で
な
く
、
ま
た
下
の
者
が
上
の
者
か
ら
取
り
上
げ
る
も 

の
で
も
な
い
。
自
ら
が
積
極
的
に「
自
分
に
や
ら
せ
て
下
さ
い
。
自
分
な
ら
、
こ
う
し
ま

す
。
」と
進
言
し
、
上
役
の
納
得
が
得
ら
れ
た
も
の
を
言
う
。
つ
ま
り「
己
の
守
備
位
置

は
何
か
。
己
は
何
を
す
る
こ
と
が
任
務
な
の
か
。
」が
権
限
で
あ
る
。 

三
百
十
三
、 

守
備
位
置
に
は
質
と
量
が
必
要
。
何
を
い
つ
ま
で
に
や
る
。
と
い
う
質
と
量
の
決
定
を 

経
営
者
が
や
る
こ
と
。 

三
百
十
四
、 

経
営
は
こ
う
す
る
も
の
だ
と
断
定
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。 

自
分
の
サ
イ
ズ
に
合
っ
た
経
営
学
を
学
ぶ
こ
と
。
自
分
の
器
に
応
じ
た「
分
限
」
し
か
、

身
に
付
か
な
い
の
だ
か
ら
。 

  



三
百
十
五
、 

犬
は
猫
に
な
れ
な
い
し
、
猫
も
犬
に
は
な
れ
な
い
。
梅
が
桜
に
な
れ
な
い
よ
う
に
、 

桜
も
梅
に
は
な
れ
な
い
も
の
。
己
は
、
自
社
は
、
何
な
の
か
。
見
極
め
て
歩
む
こ
と
が 

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
。 

三
百
十
六
、 
定
石
を
身
に
付
け
、
そ
れ
を
自
身
で
批
判
し
、
そ
の
会
社
に
応
じ
た
独
自
の
定
石
を 

作
る
以
外
に
な
い
。
他
社
は
飽
く
ま
で
参
考
資
料
。 

三
百
十
七
、 

有
情
活
理
な
人
は
、
す
べ
て
を
生
か
そ
う
と
い
う
考
え
方
を
す
る
。 

三
百
十
八
、 

創
造
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
無
け
れ
ば
、
企
業
を
経
営
す
る
価
値
が
無
い
。 

三
百
十
九
、 

体
験×

情
熱
で
創
造
力
は
生
ま
れ
る
。 

三
百
二
十
、 

パ
ー
ト
と
は
、
勤
務
時
間
の
短
い
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
で
あ
る
。 

決
し
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
は
な
い
。 

三
百
二
十
一
、
清
い
水
も
泥
水
も
元
は
同
じ
Ｈ
２
Ｏ
に
変
わ
り
は
な
い
。
だ
か
ら
、
相
手
が
泥
水
で
も
、

批
判
は
出
来
な
い
。 

三
百
二
十
二
、
目
先
の
こ
と
だ
け
で
動
い
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
目
先
の
こ
と
だ
け
で
、
動
か
さ
れ
て

は
い
け
な
い
。
時
間
と
所
と
立
場
に
於
い
て
、
全
体
を
見
て
判
断
す
る
こ
と
を
智
慧

と
言
う
。 

三
百
二
十
三
、
決
断
力
の
源
は
、
志
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
志
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
深
い
決
断
は
出
来

得
な
い
。 

三
百
二
十
四
、
困
難
に
直
面
し
た
時
、
迷
い
が
生
じ
た
時
、
頼
る
べ
き
は
自
分
自
身
で
あ
る
。 

頼
り
甲
斐
の
あ
る
自
分
に
成
る
為
に
志
が
必
要
。 

三
百
二
十
五
、
デ
ジ
タ
ル
で
集
客
し
、
ア
ナ
ロ
グ
で
フ
ォ
ロ
ー
し
続
け
る
。 

三
百
二
十
六
、
訳
の
分
か
ら
な
い
人
達
と
仕
事
は
し
た
く
な
い
。
訳
の
分
か
る
人
達
と
仕
事
が
し
た
い
。

だ
か
ら
、
多
く
の
人
を
採
用
は
し
た
く
な
い
し
、
最
初
が
肝
心
と
思
う
。
そ
の
為
に

最
初
に
ト
コ
ト
ン
合
意
と
納
得
を
し
て
も
ら
う
為
に
、
相
手
が
理
解
出
来
る
表
現

力
と
社
内
の「
仕
組
み
」が
大
事
で
あ
る
。 

三
百
二
十
七
、
商
売
は
、
自
分
の
考
え
を
世
に
広
め
る
た
め
の
原
資
で
あ
る
。 

三
百
二
十
八
、
周
囲
か
ら
見
て
、
微
笑
ま
し
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
会
社
で
あ
り
た
い
。 

三
百
二
十
九
、
過
去
の
積
み
重
な
っ
た
姿
が
、
現
在
の
自
分
だ
と
い
う
事
実
に
は
変
わ
り
は
な
い
が
、 

生
涯
を
懸
け
て
成
り
た
い
理
想
の
自
分
、
つ
ま
り,

志
が
今
の
自
分
を
助
け
て
く
れ
る

の
で
あ
る
。 

三
百
三
十
、  

社
風
の
確
立
が
出
来
て
い
る
会
社
の
経
営
者
は
、
楽
し
く
て
仕
方
な
い
。 

だ
か
ら
、
自
分
の
描
く
社
風
作
り
に
、
お
金
を
掛
け
、
時
間
を
使
い
、
心
を
注
い
で
、

全
精
力
を
費
や
す
の
で
あ
る
。 

三
百
三
十
一
、
現
実
に
生
き
な
い
経
営
や
勉
強
は「
ご
っ
こ
」で
あ
る
。 

三
百
三
十
二
、
現
実
の「
も
の
さ
し
」し
か
、
全
員
の
同
意
は
得
ら
れ
な
い
。 

現
実
を
ベ
ー
ス
に
同
意
を
求
め
て
ゆ
く
表
現
力
が
上
に
立
つ
者
に
は
必
要
。 

 



三
百
三
十
三
、
社
長
道
は
天
皇
道
。
天
皇
と
は
、
国
民
の
幸
福
が
自
ら
の
幸
福
と
感
じ
ら
れ
る
人
物

の
こ
と
。
権
力
で
な
く
、
金
力
で
も
な
く
、
人
格
の
み
で
統
治
す
る
人
物
の
こ
と
。 

三
百
三
十
四
、
お
金
は
血
液
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
息
。 

血
液
は
輸
血
出
来
る
が
、
息
は
５
分
止
ま
る
と
死
に
至
る
。 

だ
か
ら
、
会
社
に
於
い
て
お
金
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
。 

三
百
三
十
五
、
企
業
の
本
質
は
、
零
細
会
社
に
あ
り
。
組
織
の
本
質
は
、
家
族
に
あ
る
。 

三
百
三
十
六
、
組
織
に
於
け
る
最
大
の
不
幸
は
、
能
力
の
劣
る
者
が
、
能
力
の
優
れ
た
者
の
上
に 

位
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
全
て
の
不
都
合
が
生
じ
る
。 

三
百
三
十
七
、
言
わ
な
く
て
い
い
か
ら
言
わ
な
い
こ
と
は
、
人
生
に
影
響
は
な
い
が
、
言
え
な
い
か
ら

言
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
善
か
れ
悪
し
か
れ
人
生
に
影
響
あ
り
。 

三
百
三
十
八
、
ま
ず
、
大
切
な
こ
と
は
現
状
認
識
か
ら
始
め
る
こ
と
。
そ
し
て
、
原
因
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。 

三
百
三
十
九
、
志
と
は
、
全
体
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
そ
の
上
で
、
自
分
に
何
が
出
来
る
の
か
を
、 

自
ら
が
選
び
取
っ
て
行
く
も
の
。
決
し
て
周
囲
に
迎
合
す
る
も
の
で
な
く
、 

全
体
が
発
展
す
る
為
に
、
自
ら
が
何
を
以
っ
て
役
に
立
つ
の
か
を
自
覚
し
て
歩
む 

こ
と
で
あ
る
。 

三
百
四
十
、  

形
の
美
し
さ
を
美
と
言
い
、
心
の
美
し
さ
を
徳
と
言
う
。 

こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
て「
美
徳
」と
言
い
、
美
徳
を
磨
き
続
け
る
こ
と
こ
そ
、 

人
生
で
あ
る
。 

三
百
四
十
一
、
志
を
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
快
適
な
職
場
環
境
は
成
り
得
な
い
。 

三
百
四
十
二
、
自
分
の
出
来
る
事
で
、
身
近
な
こ
と
を
自
分
が
続
け
ら
れ
る
か
否
か
で
器
が
変
化 

す
る
。 

三
百
四
十
三
、
困
っ
た
時
は
、
胆
を
固
め
て
相
手
の
懐
に
飛
び
込
む
こ
と
。 

三
百
四
十
四
、
行
動
力
は
、
使
命
感
、
信
念
、
知
識
の
総
合
力
で
あ
る
。 

三
百
四
十
五
、
先
の
見
え
る
人
は
、
そ
の
当
時
の
人
達
の
共
感
を
呼
ば
な
い
。 

三
百
四
十
六
、
胆
の
太
さ
、
圧
倒
す
る
迫
力
は
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
、
決
死
の
覚
悟
で
、 

万
全
を
尽
く
し
た
人
物
に
の
み
、
身
に
付
く
。 

三
百
四
十
七
、
非
難
を
甘
ん
じ
て
受
け
、
責
任
の
自
覚
を
以
っ
て
後
始
末
に
心
血
を
注
ぐ
。 

三
百
四
十
八
、
任
せ
た
か
ら
に
は
、
文
句
は
言
う
な
。
任
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
信
頼
に
応
え
よ
。 

何
か
を
成
そ
う
と
思
え
ば
先
ず
、
私
心
を
失
く
す
こ
と
に
尽
き
る
。 

三
百
四
十
九
、
本
当
は
、
一
所
懸
命
に
や
る
の
が
、
一
番「
楽
」な
の
で
あ
る
。 

理
由
一
、
一
所
懸
命
や
っ
て
い
る
と
成
功
の
確
率
が
上
が
る
。 

理
由
二
、
一
所
懸
命
や
っ
て
い
る
と
人
も
感
動
し
、
信
頼
感
も
増
す
。 

理
由
三
、
一
所
懸
命
や
っ
て
い
る
と
失
敗
し
て
も
、
悔
い
が
残
ら
な
い
。 

三
百
五
十
、  

説
得
は
、
利
の
裏
付
け
を
持
つ
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。 

利
の
裏
付
け
を
持
っ
て
、
情
に
訴
え
、
志
に
訴
え
る
の
で
あ
る
。 



三
百
五
十
一
、
こ
れ
か
ら
先
、
何
を
為
す
の
か
、
何
を
成
し
た
い
の
か
を
、
考
え
る
事
か
ら
全
て
が
始

ま
る
。 

三
百
五
十
二
、
ど
ん
な
国
を
創
る
の
か
、
ど
ん
な
会
社
を
創
る
の
か
を
、
お
互
い
に
共
通
の
想
い
を 

持
っ
て
歩
む
こ
と
が
幸
福
な
の
で
あ
る
。 

三
百
五
十
三
、
今
、
為
す
べ
き
こ
と
を
考
え
、
今
日
、
少
し
だ
け
出
来
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。 

三
百
五
十
四
、
日
本
人
は
日
本
人
の
美
学
の
上
に
立
っ
て
歩
め
ば
、
そ
れ
で
良
い
の
で
あ
る
。 

三
百
五
十
五
、
一
人
一
人
の
意
見
を
聞
く
だ
け
で
は
、
和
は
成
り
得
な
い
。 

一
人
一
人
の
理
想
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と
で
、
徐
々
に
共
通
の
も
の
が
生
じ
て
来
る
。 

決
し
て
仲
良
し
の
こ
と
を
和
と
言
う
の
で
は
な
い
。 

己
を
貫
き
合
う
こ
と
を
和
と
言
う
の
で
あ
る
。 

三
百
五
十
六
、
社
員
一
人
一
人
を
自
主
的
に
精
一
杯
の
弦
を
張
ら
せ
て
い
る
人
が
居
る
や
否
や
。

そ
の
奏
者
が
社
長
で
あ
る
。 

弦
が
張
っ
て
い
る
状
態
と
は
、
日
々
、
自
分
を
新
し
く
す
る
努
力
の
こ
と
。 

張
る
と
は
、
同
時
に
引
っ
張
る
事
と
収
縮
を
繰
り
返
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
言

う
。 

三
百
五
十
七
、
苦
し
み
、
悲
し
み
の
原
因
を
取
り
除
く
に
は
、
己
れ
自
身
で
取
り
除
く
し
か
無
い
。 

つ
ま
り
、
己
を
極
め
る
以
外
に
方
法
は
無
い
の
で
あ
る
。 

己
れ
を
極
め
る
と
は
、
己
れ
は
何
者
な
の
か
を
見
極
め
て
行
く
こ
と
。 

三
百
五
十
八
、
経
営
の
勉
強
で
な
く
、
人
間
の
勉
強
を
せ
よ
。 

教
育
の
勉
強
で
な
く
、
母
親
の
勉
強
を
せ
よ
。 

三
百
五
十
九
、
経
営
者
と
社
員
に
身
に
付
け
て
欲
し
い
の
は「
逞
し
さ
」と「
優
し
さ
」で
あ
る
。 

逞
し
さ
と
優
し
さ
の
溢
れ
る
会
社
で
あ
り
た
い
。 

三
百
六
十
、  

経
営
者
は
、
社
員
一
人
一
人
の
居
場
所
を
作
っ
て
や
る
事
に
心
を
注
ぐ
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

    

そ
の
為
に
は
、
一
人
一
人
を
見
抜
く
こ
と
で
あ
る
。 

三
百
六
十
一
、
悟
り
と
は
差
を
取
る
こ
と
。
他
人
と
自
分
に
対
す
る
対
応
の
差
を
取
る
こ
と
を
言

う
。 

三
百
六
十
二
、
攻
め
以
外
に
勝
利
な
し
。 

攻
め
る
と
は
、
思
う
一
点
に
全
力
投
球
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

三
百
六
十
三
、
絶
対
に
妥
協
し
な
い
商
品
作
り
が
、
営
業
活
動
を
支
え
る
の
で
あ
る
。 

三
百
六
十
四
、
利
益
を
出
し
つ
つ
、
理
想
を
追
求
す
る
。 

三
百
六
十
五
、
自
分
の
第
一
に
譲
れ
な
い
も
の
を
持
つ
。
揺
ぎ
無
い
も
の
。
そ
れ
が
、
志
で
あ
る
。 

三
百
六
十
六
、
煩
悩
を
断
ち
切
ら
ず
に
、
自
分
は
今
、
何
を
為
す
べ
き
か
の「
自
覚
」
を
皆
が
持
っ
て

「
一
つ
」を
歩
む
こ
と
。 

三
百
六
十
七
、
人
生
を
生
き
る
心
構
え
は「
息
を
合
わ
せ
る
」こ
と
。 

三
百
六
十
八
、
人
を
育
て
る
こ
と
は
、
同
時
に
自
分
を
も
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。 

三
百
六
十
九
、
教
育
の
原
点
は
、「
共
に
在
る
」こ
と
。 



三
百
七
十
、  

自
分
は
何
を
為
し
、
成
す
べ
き
な
の
か
。
見
極
め
る
為
に
、
学
問
が
要
る
の
で
あ
る
。 

三
百
七
十
一
、
自
分
で
修
行
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
と
、
実
は
同
時
に
垢
が
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

三
百
七
十
二
、
仕
合
わ
せ
と
は「
仕
」＝「
為
す
」こ
と
の
意
。
つ
ま
り
、
お
互
い
が
為
す
こ
と
を
し
て 

行
く
。
そ
し
て
、
お
互
い
が
合
わ
せ
る
こ
と
を
仕
合
わ
せ
と
言
う
。 

三
百
七
十
三
、
経
営
理
念
が
、
社
員
、
商
品
、
戦
略
に
行
き
届
い
て
い
な
け
れ
ば「
意
味
」が
無
い
。 

三
百
七
十
四
、
考
え
方
を
形
に
出
来
な
け
れ
ば「
意
味
」が
無
い
。 

三
百
七
十
五
、
社
業
と
い
う
経
済
活
動
を
通
じ
て
、
真
理
を
一
生
懸
け
て
探
究
す
る
人
の
こ
と
を
、

経
営
者
と
言
う
。 

三
百
七
十
六
、
真
の
会
社
と
は
、
縁
あ
っ
て
来
た
れ
し
社
員
の
子
供
の
こ
と
ま
で
考
え
て
、  

 
 

 
 

そ
の
子
供
が
人
の
道
を
自
立
し
て
歩
め
る
よ
う
実
践
が
成
さ
れ
て
い
る
会
社
で
あ
る
。

そ
の
為
に
、
社
員
一
人
一
人
を
指
導
者
と
し
て
育
成
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

三
百
七
十
七
、 

本
を
読
む
の
も
目
標
を
持
っ
て
、
い
つ
ま
で
に
読
む
と
自
分
に
決
め
て
読
め
。 

三
百
七
十
八
、 

会
社
の
評
価
と
は
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
行
わ
ず
、
そ
の
会
社
の
幹
部
が
何
度
、 

危
機
を
勝
機
に
変
え
た
か
で
、
評
価
せ
よ
。 

三
百
七
十
九
、 

人
を
憂
え
る
（心
配
す
る
）と
書
い
て
優
し
い
と
書
く
。 

つ
ま
り
、
人
を
心
配
し
て
あ
げ
る
こ
と
を「
優
し
さ
」と
言
い
、 

人
を
自
立
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
を「
思
い
や
り
」と
言
う
。 

三
百
八
十
、  

理
念
の
無
い
人
に
は
、
他
人
の
悪
い
所
し
か
身
に
付
か
な
い
。 

理
念
の
有
る
人
に
は
、
他
人
の
良
い
所
が
身
に
付
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 


